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中間支援活動助成事業 実績報告 
 

団体名 
特定非営利活動法人 
シンフォニー 

代表者名 代表理事 山崎 勲 

事業名 
＜基本事業＞ 

地域ＮＰＯステップアップ支援 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活   動   内   容 

2021年 4月 1日 

～2022年 3月 31日 

 

相談事業 

月曜日～土曜日 10：00～17：00 基本相談 

毎月の第２水曜日、第１土曜日二回専門員による相談 

相談件数 30件 

起業相談･NPO 立ち上げ相談    5 件 

税金・補助金・資金繰り相談    6 件 

税務･労務相談                 5 件 

運営相談             5 件 

コロナに関する仕事や生活相談 5 件   

ボランティア支援に関する相談 4 件 
 

2021年 4月 1日 

～2022年 3月 31日

情報提供 

・FACEBOOKページによる情報提供 

・シンフォニーの施設にて、NPO運営支援に繋がる情報や地域の活動団体

が主催する講座や研修等のチラシ配架を行った。 

・尼崎社会福祉協議会等の地域の団体と連携し、「NPO市場」等の NPO活

動促進事業を様々な分野で協働した。 

2021年 4月 1日 

～2022年 3月 31日

書類作成指導 

書類作成指導件数（相談件数に含） 

 設立・立ち上げ申請書類： 7団体 

 税金・補助金申請書類  ：12団体 

 事業報告に関する書類  ： 1団体 

7月 1日 

～3月 15日  

地域連携・連絡会等 

① ふるさと納税を活用した NPO活動支援「あまがさき 2021 ＮＰＯ市場」

を開催した 

開催日：2021/07/31 14：00～16：00  

尼崎 NPO法人活動協議会と共催 参加団体数：17 

② 近畿 NPO連絡会（年３回） 

③ 尼崎 NPO法人活動協議会（随時） 
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11月 13日 

～2月 15日 

セミナー開催 

① コロナ禍の課題と今後の方向を探り、「大庄地区での地域活動を振り返

り」セミナーを開催した。 

開催日時 11/13（土）15：00～17：30） 

参加人数：会場 20名、オンライン 25名 

② コロナ禍の中、地域連携を考えた助け合える地域社会を作る為、「高齢

者の居場所づくり」セミナーを開催した。 

開催日時 10/16（土）15：00～17：30 

参加人数：会場 12名、オンライン 17名 

③ 仕事に対して不安な人が多そうなので「もう一つの働き方を開催した」 

開催日時 11/20（土）13：30～16：00 

参加人数：会場 1名、オンライン 3名 

④ 経営戦略リーダー研修セミナー（４回） 

・「チラシ作り・広報の仕方」 

開講日：2022/01/18 講師：田中 正郎氏 参加者 7団体 

 

・NPOが取り組むべき DX 

「オンライン業務効率、研修の仕組みを強化のコツ」 

開講日：2022/02/01  講師：山崎 勲氏 参加者 5団体 

 

・NPOが取り組むべき DX 

「オンライン業務効率、研修の仕組みを強化のコツ」 

開講日：2022/02/08  講師：山崎 勲氏 参加者 5団体 

 

・「会計力を高めよう」～法人会計等～ 

開講日：2021/02/15 講師：森松 信夫氏 参加者 4団体 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾏｯﾁﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ支援 

夏休み/春休み 

大学のインターン生をフォローして、中長期休み期間（夏休みや春休み）

インターンシップを開催。進路相談を受け、アドバイスなどを行った。 

 

夏休み期間（7月 25日～8月 24日 15名を支援） 

春休み  （3月 25日～3月 31日 11名を支援） 

 

＜効果と成果＞ 

この一年間、コロナ禍という非常に厳しい時期中、多くの地域団体、NPOが活動自粛を強い

られてきた。その中で、新しい生活様式に対応する活動スタイルとして、インターネットを使

った動画配信やオンライン会議が登場し、地域活動も様変わりし、うまく時流にのれた団体と

そうでない団体の格差や障がい者に対する差別偏見の増加も見られるようになってきた。 

一方、オンラインが増えたことに関連して、対面、体験、交流への欲求も確実に増加して

いる。 

また、地域福祉の担い手不足も顕著になっている。このような状況下で、地域活動の支え

ていくためには、オンラインと対面、交流、体験のハイブリッド形式を地域活動に取り入れ

ていくこと、その担い手を育成していくことが必要である。 

私たちは、地域活動を支え、発展させていくためにも、オンラインハイブリッド形式の地

域活動を定着させ、担い手不足が目立つ地域団体、とりわけ福祉系の NPO 法人の人材育成・

マッチングをさらに拡充していきたい。 
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＜収支決算書＞ 

［基本事業］ 

（収入） 

項   目 金額（円） 

中間支援活動助成金 500,000 

自己資金 173,830 

合  計 673,830 

 

（支出） 

区分 項  目 金額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

人件費 514,766 340,936 

旅費交通費 4,700 4,700 

講師謝金 75,500 75,500 

印刷費 47,618 47,618 

小 計 642,584 468,754 

間接経費（一般管理費） 31,246 31,246 

合  計 673,830 500,000 

 


